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文献リスト，書評

〔表紙写真〕バイカモ群落兵庫県美方郡浜坂町1995年 8 月 
日本の河川は急流で，水草の生育環境としては適さない場所が多い.オオカナダモやコ 

カナダモなどの帰化植物が各地の河川に侵入して定着したため，河川における水草の生育 

範囲は拡大したが，在来種が何種類も群生するような場所は河川のごく一部であろう.し 

かし，少し趣が変わるのが湧水河川である.バイカモやミクリ類が一面に群生し，陸上植 

物の沈水形も加わってたいへんにぎやかになる.水も冷たく澄んでいるので気持ちが良い.
しかし，そのような河川の環境もさまざまな変化を余儀なくされている.以前調査してす 
ばらしかったと記憶に残る場所を再訪すると，改修工事によってコンクリート護岸になっ 

ていたり水が汚れてかつての面影をなくしていたりで，がっかりすることが多い.

西日本ではバイカモ群落の衰退を各地で見る.清流域の環境悪化は確実に進行している. 

写真は兵庫県但馬地方の小河川のバイカモ群落のひとつだが，地元の保護活動で今もこの 
ような姿を見ることができる.しかし，湧水の減少やツルヨシの繁茂など保全の課題は多 

い. （角 野 康 郎 ）


